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研究成果の概要（和文）：本研究では、まず5系統10薬剤の抗がん剤の新規同時定量法を開発し、前処理法を含めた本
定量法のバリデーションを実施した。さらに本手法を2種類の包括的な外部曝露調査へと応用した。また、極めて新規
性の高い、薬剤の揮発性評価システムの開発を行うとともに、より正確・詳細な内部曝露調査のための未変化体・主要
代謝物の同時定量法の開発を行った。

研究成果の概要（英文）：In this research, multicomponent high-performance liquid chromatography/tandem mas
s spectrometry analysis of ten chemotherapeutic drugs was newly developed and validated, and was adapted t
o two different types of external exposure studies. In addition, evaluable system of drug volatilities was
 newly developed, and intended to further internal exposure studies, simultaneous quantification of unchan
ged and metabolized drug was developed. 
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１．研究開始当初の背景
医療現場における職業性曝露については、

主として電離放射線などによる物理的な曝
露・ウイルスなどによる生物学的な曝露・医
薬品や化学物質による化学的な曝露が想定
される。その中で化学的曝露については、抗
がん剤を取り扱った看護師の尿中から変異
原物質が検出されたという報告
になされて以降
ライン
職業性曝露に対する調査は一般に

別され、それぞれ対象物質との因果関係や人
体への直接的な影響の大きさが異なる。
わち、
を確認する外部曝露調査、作業者の血液中・
尿中の曝露物質やその代謝物を検出する内
部曝露調査、変異原性試験などの細胞レベル
での影響調査、個体レベルでの影響調査、の
4 つである。

 
研究代表者らは、医療現場における職業性

曝露の中で注射用抗がん剤の混合調製時に
おける化学的曝露に関心を持ち、これまでに
汎用される抗がん剤であるエピルビシ
シクロホスファミド
外部曝露・内部曝露・細胞レベルでの
ついて定期的な調査を行うことで
おける標準予防策の
近年、外来がん化学療法の一段の普及に伴

い、使用される抗がん剤は量・種類
加傾向にあり、混合調製に伴う曝露のリスク
も増加している
薬剤と
異なる
報告されておらず
報告しかない。
そこで複数系統の抗がん剤の同時定量法

の開発
な化学的曝露調査の実施が望まれていた。
 
２．研究の目的
本研究では、注射用抗がん剤の混合調製時

における化学的曝露の現状を包括的に調査
することで、現在その曝露対策として策定さ
れている標準予防策の有用性を検証し、評価
することを目的とした。
 
３．研
当初計画では、外部曝露調査・内部曝露調
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